
　　重点的に取り組む事業 「意見聴取」に関する取組 

【1】若者の意見を市政に反映させる取組 (実施件数：16件)

【2】こども･若者世代も活躍！ 主な取組事例

事例：地域づくり推進協議会 委員への登用
地域のルールや今後の活動方針を話し合う協議会において、公募委員6名のうち2
名に「18歳～30歳」の若者枠を設定。地域社会の基盤づくりに、若者のリアルな
意見を直接反映させています

アンケート：14件（うち4件は若者特化型の「ユース政策モニター」を活用）
　　　　　　※春日部市公式HP「かすかべ☆ユースプロジェクト」にて公開しています

ワークショップ：1件（対話を通じた意見形成）
審議会等の委員委嘱：1件（市の重要な意思決定の場へ直接参加）



【１】こども・若者が自由に使える公共施設の開放状況

　　こどもの居場所：18施設  学習スペース：16施設

　　※春日部市公式HP「市内公共施設を開放しています」にて公開しています

【２】令和８年度からの新規実施

　　男女共同参画推進センター：学習スペースとして研修室１・２を追加

　　豊野ユースセンター「トヨノコ」の開設

【３】ユースセンターについて

　　武里市民センター、豊野市民センターで、夏休み期間限定で開設（小・中学生対象）

 

　　重点的に取り組む事業 「居場所」に関する取組 



【１】令和７年度　年間65事業を実施

市や関係団体では、高校生世代までの皆さんを対象とした体験事業を、年間を通
して65事業実施

【２】学校外での多様な学びの場
学校の授業だけでは得られない、社会や地域と関わる実践的な学びの機会を提供

【３】新しいことへの挑戦
興味のある分野を広げたり、将来の目標を見つけたりするためのステップとして、
これらの事業を活用してください

　　重点的に取り組む事業 「体験活動」に関する取組 


